
（評議員会会場風景）

　

令
和
５
年
５
月
９
日
（
火
）
に
理
事
会
、
５
月
24
日

（
水
）
に
評
議
員
会
が
、
そ
れ
ぞ
れ
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

評
議
員
会
で
は
木
村
理
事
長
あ
い
さ
つ
の
あ
と
、
来
賓

の
兵
庫
県
福
祉
部
村
上
次
長
か
ら
ご
挨
拶
を
頂
き
ま

し
た
。

　

議
案
に
つ
い
て
は
、令
和
４
年
度
の
事
業
報
告（
案
）、

収
支
決
算
（
案
）、
評
議
員
の
選
任
（
案
）、
定
款
の
変

更
（
案
）
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認
ま
た
は
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
定
款
の
変
更
内
容
は
、
評
議
員
定
数
の

下
限
を
下
げ
る
な
ど
、
運
営
の
実
状
に
合
わ
せ
て
変
更

さ
れ
た
も
の
で
す
。
承
認
さ
れ
た
令
和
４
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
報
告
に
つ
い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

役
員
の
皆
様
に
は
協
会
運
営
に
ご
尽
力
を
賜
り
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

６
月
19
日
（
月
）、
兵
庫
県
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
障
害
者
の
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
入
門
講

座
の
講
師
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
福
祉
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
前
半
は
「
ス
マ
ホ
が
視
覚
障
が

い
者
の
く
ら
し
を
変
え
る

：

ス
マ
ホ
サ
ポ
ー
ト
の

実
践
」
と
題
し
て
、
県
内
で
視
覚
障
害
者
を
対
象

に
ス
マ
ホ
の
体
験
会
や
講
習
を
実
施
さ
れ
て
い
る

姫
路
デ
ジ
タ
ル
サ
ポ
ー
ト
の
栗
川
隆
宏
さ
ん
に
ご

講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
研
修
会
で
は
、
視
覚
障

害
者
が
生
活
の
中
で
直
面
す
る
「
読
み
書
き
」
や

「
歩
行
」
な
ど
困
難
な
場
面
に
お
い
て
、
ス
マ
ホ

が
ど
の
よ
う
に
使
え
る
か
ア
プ
リ
や
設
定
を
使
っ

た
実
演
が
あ
り
、
視
覚
障
害
者
の
生
活
が
便
利
に

な
る
場
面
を
具
体
的
に
知
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

後
半
は
「
聴
覚
障
害
者
の
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン

の
困
り
ご
と
や
ア
プ
リ
の
紹
介
な
ど
」と
題
し
て
、

宝
塚
市
身
体
障
害
者
福
祉
団
体
連
合
会
会
長
の

志
方
龍
さ
ん
に
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。
生
ま

れ
つ
き
聴
覚
障
害
者
で
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー
と
い
う
ご

自
身
の
体
験
か
ら
、
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
の
向
上
以
前
に

読
み
方
や
意
味
が
難
解
な
「
日
本
語
」
を
目
で
見

て
理
解
す
る
こ
と
の
難
し
さ
に
つ
い
て
例
を
交
え

て
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。
聴
覚
障
害
者
に
限
ら

ず
Ｉ
Ｔ
相
談
を
行
う
時
に
は
、
で
き
る
だ
け
難
し

い
言
葉
は
使
わ
ず
、
相
手
に
安
心
感
を
与
え
る
対

応
を
心
が
け
、
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ
ン
の
活
用
方
法

や
知
っ
て
お
く
べ
き
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
な
ど
に
つ
い

て
の
情
報
提
供
を
し
て
い
く
こ
と
の
重
要
性
に
つ

い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
当
日
会
場
に
は

28
名
の
方
が
参
加
さ
れ
、
講
師
の
話
を
熱
心
に
聞

い
て
お
ら
れ
ま
し
た
。
県
内
の
各
地
域
で
障
害
者

の
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド
（
情
報
を
活
用
で
き
る
人

と
出
来
な
い
人
の
格
差
）
の
解
消
に
む
け
て
、
講

師
や
サ
ポ
ー
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の
さ
ら
な
る
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
。
こ
の
研
修
会
は
後
日
動
画
で

の
配
信
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
研
修
会
の
動
画

を
視
聴
ご
希
望
の
方
や
入
門
講
座
開
催
の
ご
相
談

は
「
障
害
者
の
ス
マ
ホ
・
パ
ソ
コ
ン
相
談
室
」
ま

で
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
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ま
た
、
当
日
グ
ッ
ズ
配
布
等
の
お
手
伝
い

を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募

集
し
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
近
日
中
に
当

協
会
各
種
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
て
告
知
い
た
し
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
ひ
ょ
う
ご
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
２
０
２
３ 

in 

あ
し
や

〇
日
時

：

令
和
５
年
８
月
26
日(

土)

　

ブ
ー
ス
出
展
10
時
30
分
～
15
時(

予
定)

〇
場
所

：

芦
屋
市
民
セ
ン
タ
ー　

本
館(

市

民
会
館)

３
０
２
室
（
芦
屋
市
業
平
町
８

番
24
号
）

〇
主
催

：（
公
財
）
兵
庫
県
人
権
啓
発
協
会

　

大
好
評
だ
っ
た
昨
年
に
引
き
続
き
、「
み

ん
な
の
声
か
け
運
動
」
が
下
記
の
通
り

ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し

ま
す
。

　

兵
庫
県
で
は
、「
人
権
文
化
」
の
考
え
方

が
広
く
定
着
す
る
よ
う
「
人
権
文
化
を
す
す

め
る
県
民
運
動
」
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
運

動
推
進
強
調
月
間(

８
月)

の
主
要
行
事
と

し
て
ひ
ょ
う
ご
・
ヒ
ュ
ー
マ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
、
様
々
な
催
し
に
よ
る
学
び

や
気
づ
き
を
通
し
、
人
権
尊
重
意
識
の
普
及

高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
会
場
は
芦

屋
市
民
セ
ン
タ
ー
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
み
ん
な
の
声
か
け
運
動
」
は
本
館
３
階

の
３
０
２
室
に
て
、
風
船
や
オ
リ
ジ
ナ
ル

テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど
の
配
布
と
、
車
い
す
補

助
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。
車
い

す
常
用
者
の
講
師
も
お
呼
び
し
て

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
車

い
す
で
の
生
活
や
疑
問
な
ど
、
直

接
質
問
や
交
流
も
し
て
い
た
だ
け

ま
す
。

　

本
館
で
は
他
に
も
パ
ラ
ス
ポ
ー

ツ
な
ど
が
体
験
で
き
る
ブ
ー
ス
が

出
展
予
定
で
す
。

　

今
年
も
皆
様
の
お
越
し
を
楽
し

み
に
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

の
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
大
会
で
は
、
障
害
者
施
策
の
最
新

の
動
向
な
ど
を
テ
ー
マ
に
行
う
政
策
協
議
や

日
身
連
の
運
動
や
要
望
方
針
等
を
決
議
す
る

大
会
式
典
・
議
事
（
事
業
報
告
、事
業
計
画
）、

永
年
功
労
の
あ
っ
た
方
々
52
名
へ
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
表
彰
は
、
主
催
者
で

あ
る
日
身
連
が
、
共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
運
動
を
推
進
し
て
い
く
重
要
な
事
業
と
位

置
づ
け
て
、
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

兵
庫
県
に
お
き
ま
し
て
は
、
障
害
者
の
福

祉
向
上
と
社
会
参
加
の
機
会
増
大
に
尽
力
さ

れ
た
ご
功
績
に
よ
り
、
令
和
４
年
度
は
宝
塚

市
の
岩
室
達
美
さ
ん
、
令
和
５
年
度
は
西
坂

越
次
さ
ん
が
日
身
連
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
栄
え
あ
る
受
賞
を
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
と
と
も
に
、
受
賞
さ
れ
た
方
々
の
今
後

益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。
来
年

度
は
石
川
県
で
開
催
予
定
で
す
。

令
和
４
年
度
受
賞

　
岩
室
　
達
美
さ
ん
（
宝
塚
市
）

令
和
５
年
度
受
賞

　
西
坂
　
越
次
さ
ん
（
佐
用
町
）

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
日
本
身
体
障
害
者
福

祉
団
体
連
合
会
（
以
下
、
日
身
連
）
で
は
、

年
に
一
度
、
約
３
，０
０
０
名
が
一
堂
に
会

す
る
「
日
本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
状
況
に
対
応
し
オ

ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
て
お
り
、
今
年
度
は
令

和
５
年
６
月
16
日
か
ら
22
日
ま
で
第
68
回
日

本
身
体
障
害
者
福
祉
大
会「
わ
か
や
ま
大
会
」

（
主
管

：（
社
福
）
和
歌
山
県
身
体
障
害
者
連

盟
）が
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
配
信
さ
れ
ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
は
、
開
会
宣
言
の
後
、

基
調
講
演
と
し
て
「
障
害
者
差
別
解
消
法
を

考
え
る
」
と
題
し
て
、
弁
護
士
の
野
村
茂
樹

さ
ん
の
ご
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
野
村
さ

ん
は
日
本
で
初
め
て
の
視
覚
障
害
者
の
司

法
試
験
合
格
者
と
い
う
経
歴
を
持
っ
た
方

で
、
司
法
修
習
生
で
あ
っ
た
昭
和
58
年
に

合
理
的
配
慮
を
求
め
る
上
申
書
を
司
法
研

修
所
へ
提
出
す
る
な
ど
、
当
時
で
は
先
駆

的
な
取
組
と
も
い
え
る
ご
自
身
の
活
動
や

障
害
者
差
別
解
消
法
の
あ
ゆ
み
、
正
当
な

理
由
の
存
否
判
断
か
ら
紛
争
解
決
ま
で
を

大
変
わ
か
り
や
す
く
講
演
い
た
だ
き
、
実
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ま
ち
な
か
で
困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
声

を
か
け
て
助
け
合
う
「
み
ん
な
の
声
か
け
運

動
」
の
普
及
の
た
め
、
障
害
の
あ
る
方
へ
の

接
し
方
や
支
援
の
方
法
等
を
実
践
的
に
学
ぶ

「
み
ん
な
の
声
か
け
運
動
出
前
講
座
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
は
特
に
、
２
０
２
５
年
に
行

わ
れ
る
「
大
阪
・
関
西
万
博
」
に
向
け
て
、小
・

中
・
高
校
な
ど
の
学
校
と
と
も
に
、
観
光
・

宿
泊
事
業
者
や
公
共
交
通
機
関
な
ど
へ
の
出

前
講
座
に
力
を
入
れ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

今
回
は
、
４
月
25
日
に
神
戸
電
鉄
株
式
会

社
様
の
新
入
社
員
研
修
と
し
て
実
施
し
た
講

座
と
、
５
月
22
日
に
兵
庫
大
学
附
属
須
磨
ノ

浦
高
等
学
校
様
の
授
業
の
一
環
と
し
て
行
わ

れ
た
講
座
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
聴
覚

障
害
の
基
礎
知
識
の
講
義
を
受
け
た
あ
と
、

周
り
の
音
が
聞
き
取
り
に
く
く
な
る
イ
ヤ
ホ

ン
を
耳
に
付
け
る
こ
と
で
難
聴
の
方
の
疑
似

体
験
を
し
て
、
筆
談
な
ど
を
交
え
て
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
実
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

受
講
し
た
皆
さ
ん
か
ら
は
、「
貴
重
な
経

験
だ
っ
た
。」「
今
後
に
活
か
し
た
い
。」
と

い
っ
た
感
想
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
ど
ち
ら
も
聴
覚
障
害
の
分
野
で
し

た
が
、
他
に
も
肢
体
障
害
や
視
覚
障
害
の
分

野
も
用
意
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
軽
に

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

〔
問
合
せ
先
〕

公
益
財
団
法
人
兵
庫
県
身
体
障
害
者
福
祉

協
会
事
務
局

電
話　

０
７
８

－

２
４
２

－

４
６
２
０
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越
え
て
ふ
れ
あ
う
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
、

掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
令
和
４
年
11
月
５
日

（
土
）
に
は
、「
福
祉
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催
し
、
障
害
者
、
民
生

委
員
、
市
議
会
議
員
、
福
祉
職
員
な
ど
ユ
ニ

バ
ー
サ
ル
チ
ー
ム
（
11
チ
ー
ム
）
に
よ
る
団

体
戦
が
行
わ
れ
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
親
睦

を
深
め
ま
し
た
。

障
害
者
週
間

み
ん
な
で
レ
ッ
ツ
プ
レ
イ
…

あ
こ
う
社
協
だ
よ
り

　

赤
穂
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
広
報
で

は
、
赤
穂
市
で
障
害
者
週
間
に
、
例
年

開
催
さ
れ
る
「
と
も
に
考
え
る
市
民
の

つ
ど
い
」
に
つ
い
て
掲
載
さ
れ
、
障
害

者
に
つ
い
て
身
近
な
こ
と
と
捉
え
、
と

も
に
生
き
る
喜
び
を
実
感
で
き
る
社
会

を
目
指
す
た
め
、
障
害
当
事
者
団
体
の

活
動
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

赤
穂
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
（
会

長
木
村
佳
史
）
が
取
材
を
受
け
、
身
体

障
害
者
の
相
談
、
自
立
更
生
を
図
る
た

め
の
技
術
講
習
会
や
研
修
会
の
開
催
、

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
や
地
域
啓
発

活
動
へ
の
取
り
組
み
の
様
子
、
障
害
を

　

令
和
５
年
度
日
身
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
福
祉

大
会
お
よ
び
日
身
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
身
体
障

害
者
相
談
員
研
修
会
が
、
令
和
５
年
10
月
16

日
（
月
）
に
、
京
都
府
身
体
障
害
者
団
体
連

合
会
の
主
管
で
、
京
都
市
「
京
都
テ
ル
サ
」

に
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

午
前
は
２
部
構
成
で
、
第
１
部
は
主
催
者

挨
拶
か
ら
は
じ
ま
り
、来
賓
祝
辞
等
の
式
典
、

第
２
部
で
は
、
前
年
度
の
決
議
処
理
報
告
と

大
会
宣
言
並
び
に
大
会
決
議
の
採
択
が
行
わ

れ
る
予
定
で
す
。

　

ま
た
、午
後
か
ら
の
第
３
部
は
、身
体
障
害

者
相
談
員
研
修
会
が
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

大
会
お
よ
び
研
修
会
の
詳
し
い
内
容
は
、

後
日
各
ブ
ロ
ッ
ク
長
を
通
じ
、
各
市
町
身
体

障
害
者
福
祉
団
体
に
ご
案
内
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

な
お
、
会
場
は
Ｊ
Ｒ
京
都
駅
八
条
口
よ
り

南
へ
徒
歩
12
分
で
す
。

　

団
体
の
皆
さ

ま
に
は
、
参
加

に
あ
た
り
何
か

と
ご
協
力
い
た

だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
が
、
何

卒
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し

ま
す
。

障
害
の
あ
る
人
も
な
い
人
も

お
互
い
に
認
め
合
っ
て
共
に
暮
ら
す

ま
ち
へ
…
芦
屋
市
広
報
よ
り

　

芦
屋
市
の
広
報
で
は
、
視
覚
障
害
者
で
あ

る
七
村
千
里
男
さ
ん
（
当
協
会
監
事
）
が
取

材
を
受
け
、
50
歳
後
半
に
病
気
で
全
盲
と
い

う
障
害
を
負
っ
た
こ
と
や
毎
日
の
生
活
で
の

工
夫
、
日
常
生
活
で
は
子
ど
も
た
ち
か
ら
の

声
か
け
の
感
謝
の
気
持
ち
や
福
祉
団
体
で
の

活
動
が
人
生
を
豊
か
に
し
た
こ
と
等
、
芦
屋

市
で
暮
ら
す
七
村
さ
ん
の
生
活
の
様
子
が
う

か
が
え
る
記
事
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
同
ペ
ー
ジ
掲
載
で
、
芦
屋
市
の
事

業
所
や
店
舗
向
け
の
合
理
的
配
慮
提
供
支
援

助
成
金
の
紹
介
、
芦
屋
市
障
害
者
ア
ー
ト
作

品
展
、
あ
し
や
ね
っ
と
（
障
害
の
あ
る
人
や

家
族
の
た
め
の
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
）等
、様
々

な
取
組
が
紹
介
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
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